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自転車保管所
市道

鏡川

通行止め不可

桁下利用あり

 180.00m

 上部工形式  ニールセンローゼ橋

 橋　長  全幅 W=33.30m
 車道=10.50m(上・下)
 歩道=5.25m(上・下)

 幅員構成
 181.40m

表-1　橋 梁 諸 元 (中央径間部)

 交差物件  河川、市道、その他

 適用示方書  昭和47年 道路橋示方書 下部工形式  二柱式橋脚(矩形柱)

 基礎工形式  場所打ち杭 φ2500

 設計荷重  T-20，Ｌ-14

 支 間 長

橋梁ジャッキアップ時の応力集中影響に関する考察

四国建設コンサルタント 特別会員 ○野町哲平 四国建設コンサルタント 特別会員 山口正人

四国建設コンサルタント 特別会員  池田憲彦   ショーボンド建設 非会員 小山田夏樹

１．はじめに

1) 橋梁概要

当該橋梁は国道 56 号のうち、高知市街地を流れ

る河川に架かる橋梁で、高知市の中心地に位置する

ことから、シンボル的な構造物となっている。昭和

56 年に架橋されており、竣工後 36 年が経過する。

2) 補強概要

H24 年道路橋示方書等に基づく照査の結果、上部

工アーチ材、支承本体、橋脚等の耐震性能を満足せ

ず、耐震補強が必要となったものである。耐震補強

設計では、①上部工アーチ部の補強、②支承取替え、

③ダンパー設置、④橋脚補強の計画を行った。

本稿は、②支承取替え時のジャッキアップ工に

おいて発生した事案に着目するものである。         図-１ 橋梁(中央径間部)全景

２．課題と問題点

支承取替え時のジャッキアップにおいては、以下の

課題と問題点が挙げられた。

1) 交差道路の制約

当該橋梁の橋脚前方には市道が通っており、幅員

3m 程度であるため、橋脚前方へベント等の仮受け設

備を設置すると、市道の長期間の通行止めが必要とな

る。しかし、付近の住民や事業所にとっては市内へア

クセスするための唯一の道路となっているため、通行

規制はできず、ベント等の仮受け設備によるジャッキ

アップは不可能である。

図-2 交差物件

2) 桁下利用の制約

当該橋梁の桁下は、放置自転車の保管場所として利

用されており、二柱式橋脚の柱と柱の間が管理所およ

び進入口となっている(図-3)。このため、橋脚の柱間

に仮支点を設置し、上部工横梁で受ける構造とするこ

とはできない。

図-3 桁下利用状況

3) 大規模反力

当該橋梁を支持する橋脚は二柱式で、各柱が１主構

を支持する構造となっており。一支承線上の支承設置

数は 2 箇所となっている。このため、支承１基当たり

の上部工反力は、一般的な橋梁と比較して非常に大き

なものとなる。(Rd=13,500kN)

３．設計時の対応

1) 反力の分散

前述の通り、支承１基当たりの上部工反力が非常に
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大きいため、支承１基につき３基のジャッキを設置し、

反力の分散を図った。また、橋軸直角方向への配置と

することで、桁下空間を確保した。(図-4)

図-4 ジャッキ設置図

2) ジャッキアップ用部材の追加

上部工側のジャッキ反力を受けるスペースが不足

したため、主構外側にアウトリガー方式のジャッキア

ップ用鋼製ブラケットを設置するものとし、残り 2
点を横梁で受ける構造とした。

４．施工時の検証

1) FEM 解析による局部応力照査

３基のジャッキを使用した場合でも、荷重分担およ

び不均等係数(=1.2)を考慮すると、鋼製ブラケットに

作用する反力は 9,300kN 程度となり、使用するジャッ

キは日本でも最大クラスのものとなる。

このため、鋼製ブラケットの取付け部において、想

定以上の応力集中が生じる可能性が危惧された。そこ

で、局部応力に対して FEM 解析による検証を実施す

ることとした。

(1) 当初計画における解析結果

当初計画における FEM 解析の結果を(図-5)に示す。

鋼製ブラケット取付けの上部において、鋼製ブラケッ

ト本体および既設部材に応力集中が確認される。

このため、既設主構への補強材設置や鋼製ブラケッ

ト形状変更等による応力集中の緩和が必要となる。

(2) 既設部材の補強およびブラケット形状の変更

鋼製ブラケット上フランジの応力集中緩和を目的

として、上フランジに水平面を設けるものとした。

また、アーチ材側面および主構ウェブの応力集中

箇所については、補強材を追加設置することにより、

応力分散を図った。

鋼製ブラケットの形状変更および既設部材への補

強材設置後の FEM 解析の結果を(図-6)に示す。改良

図-5 FEM 解析結果(当初計画)

図-6 FEM 解析結果(変更計画)

５．おわりに

施工方法としては一般的なものであっても、荷重条

件や部材形状によっては、慎重な配慮が必要である。

６．参考文献
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の結果、応力集中の解消が図れたことが確認された。
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